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第
六
十
二
条
第
四
号
中
「
第
二
十
四
条
の
十
五
第
一
項
又
は
第
二
十
四
条
の
十
九
の
三
第
一
項
」
を
「
第
二
十
一

条
の
五
の
二
十
一
第
一
項
（
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
六
第
一

項
（
第
二
十
四
条
の
十
九
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
十
四
条
の
十
五
第
一
項
、
第
二
十
四
条

の
三
十
四
第
一
項
又
は
第
二
十
四
条
の
三
十
九
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
を
同
条
第
七
号
と
し
、
同
条
第
五

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

正
当
の
理
由
が
な
い
の
に
、
第
五
十
七
条
の
三
の
三
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
若
し
く
は
物

件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
若
し
く
は
虚
偽
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を

し
、
又
は
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
当
該
職
員
の
質
問
に
対
し
て
、
答
弁
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
た

者
第
六
十
二
条
の
四
第
一
号
中
「
施
設
受
給
者
証
」
を
「
入
所
受
給
者
証
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
五
十
七

条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
五
十
七
条
の
三
第
二
項
」
に
改
め
、
本
則
中
同
条
を
第
六
十
二
条
の
六
と
し
、
同
条
の
次

に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
六
十
二
条
の
七

市
町
村
は
、
条
例
で
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
対
し
十
万
円
以
下
の
過
料
を

科
す
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
二
十
一
条
の
五
の
八
第
二
項
又
は
第
二
十
一
条
の
五
の
九
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
所
受
給
者
証
の
提
出

又
は
返
還
を
求
め
ら
れ
て
こ
れ
に
応
じ
な
い
者

二

正
当
の
理
由
が
な
い
の
に
、
第
五
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
若
し
く
は
物
件
の
提
出
若
し
く

は
提
示
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
若
し
く
は
虚
偽
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
し
、
又
は
同
項
の

規
定
に
よ
る
当
該
職
員
の
質
問
に
対
し
て
、
答
弁
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
た
者

三

正
当
の
理
由
が
な
い
の
に
、
第
五
十
七
条
の
三
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
若
し
く
は
物
件
の
提
出
若

し
く
は
提
示
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
若
し
く
は
虚
偽
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
し
、
又
は
同

項
の
規
定
に
よ
る
当
該
職
員
の
質
問
に
対
し
て
、
答
弁
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
、
若
し
く
は
同
項

の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
者

第
六
十
二
条
の
三
を
第
六
十
二
条
の
四
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
六
十
二
条
の
五

第
五
十
七
条
の
三
の
三
第
三
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
若
し
く
は
物
件
の
提
出
若
し

く
は
提
示
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
若
し
く
は
虚
偽
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
し
、
又
は
こ
れ
ら

の
規
定
に
よ
る
当
該
職
員
の
質
問
に
対
し
て
、
答
弁
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
た
者
は
、
十
万
円
以
下

の
過
料
に
処
す
る
。

第
六
十
二
条
の
二
中
「
前
条
第
四
号
」
を
「
第
六
十
二
条
第
四
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
十
二
条
の
三
と
し
、

第
六
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
六
十
二
条
の
二

正
当
の
理
由
が
な
い
の
に
、
第
五
十
六
条
の
五
の
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
障
害
者
自
立

支
援
法
第
百
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
に
違
反
し
て
、
出
頭
せ
ず
、
陳
述
を
せ
ず
、
報
告
を
せ
ず
、
若
し

く
は
虚
偽
の
陳
述
若
し
く
は
報
告
を
し
、
又
は
診
断
そ
の
他
の
調
査
を
し
な
か
つ
た
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰

金
に
処
す
る
。
た
だ
し
、
第
五
十
六
条
の
五
の
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
九
十
八
条
第
一
項
に
規
定

す
る
不
服
審
査
会
の
行
う
審
査
の
手
続
に
お
け
る
請
求
人
又
は
第
五
十
六
条
の
五
の
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
百
二
条
の
規
定
に
よ
り
通
知
を
受
け
た
市
町
村
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
六
章
を
第
八
章
と
す
る
。

第
五
十
六
条
の
六
第
一
項
中
「
た
め
」
の
下
に
「
、
障
害
児
通
所
給
付
費
、
特
例
障
害
児
通
所
給
付
費
、
高
額
障

害
児
通
所
給
付
費
、
障
害
児
相
談
支
援
給
付
費
、
特
例
障
害
児
相
談
支
援
給
付
費
」を
加
え
、「
障
害
児
施
設
給
付
費
、

高
額
障
害
児
施
設
給
付
費
」
を
「
障
害
児
入
所
給
付
費
、
高
額
障
害
児
入
所
給
付
費
」
に
改
め
る
。

第
五
十
七
条
の
二
第
一
項
中
「
障
害
児
施
設
給
付
費
等
」
を
「
障
害
児
入
所
給
付
費
等
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項

中
「
指
定
知
的
障
害
児
施
設
等
」
を
「
指
定
障
害
児
入
所
施
設
等
」
に
、「
障
害
児
施
設
給
付
費
」
を
「
障
害
児
入
所

給
付
費
」
に
、「
障
害
児
施
設
医
療
費
」
を
「
障
害
児
入
所
医
療
費
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
を
「
前

各
項
」
に
改
め
、
同
条
に
第
一
項
及
び
第
二
項
と
し
て
次
の
二
項
を
加
え
る
。

市
町
村
は
、
偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
障
害
児
通
所
給
付
費
、
特
例
障
害
児
通
所
給
付
費
若
し
く
は
高

額
障
害
児
通
所
給
付
費
若
し
く
は
肢
体
不
自
由
児
通
所
医
療
費
又
は
障
害
児
相
談
支
援
給
付
費
若
し
く
は
特
例
障

害
児
相
談
支
援
給
付
費
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
障
害
児
通
所
給
付
費
等
」
と
い
う
。）の
支
給
を
受
け
た
者
が

あ
る
と
き
は
、
そ
の
者
か
ら
、
そ
の
障
害
児
通
所
給
付
費
等
の
額
に
相
当
す
る
金
額
の
全
部
又
は
一
部
を
徴
収
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

市
町
村
は
、
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
等
又
は
指
定
障
害
児
相
談
支
援
事
業
者
が
、
偽
り
そ
の
他
不
正
の

行
為
に
よ
り
障
害
児
通
所
給
付
費
、
肢
体
不
自
由
児
通
所
医
療
費
又
は
障
害
児
相
談
支
援
給
付
費
の
支
給
を
受
け

た
と
き
は
、
当
該
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
等
又
は
指
定
障
害
児
相
談
支
援
事
業
者
に
対
し
、
そ
の
支
払
つ

た
額
に
つ
き
返
還
さ
せ
る
ほ
か
、
そ
の
返
還
さ
せ
る
額
に
百
分
の
四
十
を
乗
じ
て
得
た
額
を
支
払
わ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。

第
五
十
七
条
の
三
第
一
項
中
「
障
害
児
施
設
給
付
費
等
」
を
「
障
害
児
入
所
給
付
費
等
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項

中
「
第
二
十
四
条
の
十
五
第
二
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
一
第
二
項
」
に
、「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改

め
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

市
町
村
は
、
障
害
児
通
所
給
付
費
等
の
支
給
に
関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
障
害
児
の
保
護
者
若

し
く
は
障
害
児
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
そ
の
他
そ
の
世
帯
に
属
す
る
者
又
は
こ
れ
ら
の
者
で
あ
つ
た
者
に
対

し
、
報
告
若
し
く
は
文
書
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
じ
、
又
は
当
該
職
員
に
質
問
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
五
十
七
条
の
三
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

第
五
十
七
条
の
三
の
二

市
町
村
は
、
障
害
児
通
所
給
付
費
等
の
支
給
に
関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

当
該
障
害
児
通
所
給
付
費
等
の
支
給
に
係
る
障
害
児
通
所
支
援
若
し
く
は
障
害
児
相
談
支
援
を
行
う
者
若
し
く
は

こ
れ
ら
を
使
用
す
る
者
若
し
く
は
こ
れ
ら
の
者
で
あ
つ
た
者
に
対
し
、
報
告
若
し
く
は
文
書
そ
の
他
の
物
件
の
提

出
若
し
く
は
提
示
を
命
じ
、
又
は
当
該
職
員
に
、
関
係
者
に
対
し
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
当
該
障
害
児
通
所
支
援

若
し
く
は
障
害
児
相
談
支
援
の
事
業
を
行
う
事
業
所
若
し
く
は
施
設
に
立
ち
入
り
、
そ
の
設
備
若
し
く
は
帳
簿
書

類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
一
第
二
項
の
規
定
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
又
は
検
査
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項

の
規
定
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
五
十
七
条
の
三
の
三

厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
障
害
児
通
所
給
付
費
等
の
支
給
に
関
し
て
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
障
害
児
通
所
給
付
費
等
の
支
給
に
係
る
障
害
児
の
保
護
者
又
は
障
害
児
の
保
護

者
で
あ
つ
た
者
に
対
し
、
当
該
障
害
児
通
所
給
付
費
等
の
支
給
に
係
る
障
害
児
通
所
支
援
若
し
く
は
障
害
児
相
談

支
援
の
内
容
に
関
し
、
報
告
若
し
く
は
文
書
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
じ
、
又
は
当
該
職
員
に

質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

厚
生
労
働
大
臣
は
、
障
害
児
入
所
給
付
費
等
の
支
給
に
関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
障
害
児

入
所
給
付
費
等
の
支
給
に
係
る
障
害
児
の
保
護
者
又
は
障
害
児
の
保
護
者
で
あ
つ
た
者
に
対
し
、
当
該
障
害
児
入

所
給
付
費
等
の
支
給
に
係
る
障
害
児
入
所
支
援
の
内
容
に
関
し
、
報
告
若
し
く
は
文
書
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若

し
く
は
提
示
を
命
じ
、
又
は
当
該
職
員
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
、
障
害
児
通
所
給
付
費
等
の
支
給
に
関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
障
害
児
通
所
支
援
若
し
く
は
障
害
児
相
談
支
援
を
行
つ
た
者
若
し
く
は
こ
れ
を
使
用
し
た
者
に
対
し
、
そ

の
行
つ
た
障
害
児
通
所
支
援
若
し
く
は
障
害
児
相
談
支
援
に
関
し
、
報
告
若
し
く
は
当
該
障
害
児
通
所
支
援
若
し

く
は
障
害
児
相
談
支
援
の
提
供
の
記
録
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
じ
、
又
は
当
該

職
員
に
関
係
者
に
対
し
質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

厚
生
労
働
大
臣
は
、
障
害
児
入
所
給
付
費
等
の
支
給
に
関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
障
害
児
入
所

支
援
を
行
つ
た
者
若
し
く
は
こ
れ
を
使
用
し
た
者
に
対
し
、
そ
の
行
つ
た
障
害
児
入
所
支
援
に
関
し
、
報
告
若
し

く
は
当
該
障
害
児
入
所
支
援
の
提
供
の
記
録
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
じ
、
又
は

当
該
職
員
に
関
係
者
に
対
し
質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
一
第
二
項
の
規
定
は
前
各
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定

は
前
各
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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